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  ○累計実績（平成 28～令和５年度） 

・地域林業技術伝承事業（平成 28～令和５年度） 
  支援団体 延べ 20 団体 
・林業研究グループ交流促進事業（平成 29～令和５年度） 
  支援団体 延べ 38 団体 
 
 
 
地域の特性を生かした施業技術の実証試験や林業技術の伝承・普及を支援することで 

地域における林業の課題解決と振興に貢献した。 
県内の林業研究グループの活動を促進したことにより、県民を対象とした林業研究グ 
ループが持つ林業技術等の普及が図られた。 

 
 
(11)ふくしま木造化・木質化推進事業                                     【営繕課】 

 
 
 木材を利用した快適な生活空間の創造と 2050 年カーボンニュートラルを実現するために
は、中大規模県有建築物の木造化等を促進することが重要であることから、コスト面、技術
面及び性能面から木造化等を総合的に検討するガイドラインを作成する。 

   
〇令和５年度実績 
 農林水産部と連携しながら、木造建築に関する学識経験者や県内の建築・林業関係実務 
者で構成する検討会を開催し、中大規模県有建築物の基本構想を策定する段階で木造化・ 
木質化を検討するためのガイドラインを令和６年３月に作成した。 

 
                             
          
 
 
 
 
 

 
 

 
 
       

 

 
 

 
中大規模木造建築物の実績が全国的に少ないことから、令和４年度から令和５年度にかけ

て木造化・木質化の基本的な考え方や検討方法などをガイドラインとして取りまとめた。令
和５年度は、木造化・木質化のメリット・効果等を「木造化・木質化の良さ」として見える
化する調査・検討を行った。 

ガイドライン 
検討会の状況 

現地研修会写真 林業研究グループ活動写真（枝打ちの様子） 

事業成果 

事業成果 

事業概要 
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３ 県民参画の推進 
(12)林業普及推進事業                          【森林計画課】 

 
 
森林・林業・木材産業の果たす役割や県民参画による

も り

森林づくりを推進するために開催
している林業祭において、森林・林業・木材産業のＰＲを行い理解促進を図る。 

   
○令和５年度実績 
・普及推進事業 
  令和５年 10 月 21 日（土）に開催された林業祭において、森林や林業、木材にふれあ
う各種イベントなどの実施により、森林・林業の役割やその重要性、林業という仕事の
魅力について発信し、併せて震災からの復興と森林・林業の再生に対する県民意識の醸
成を図った。 

 ・来場者：1,200 名                      
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  ○累計実績（平成 22～令和５年度） 
  林業祭 H22～R5 来場者累計 38,000 人 
 

 
 
 森林・林業の重要性や役割、林業の現状や魅力などを県民に対し発信するためのＰＲ活

動を実施したことにより、県民の森林・林業・緑化に対する意識が高まった。 

 
 

(13)森林環境学習の森整備事業                      【森林計画課】 
 

 
全ての県民が、森林環境税の重要性や林業の役割についての学習や、森林とのふれあい
のために、容易に利用できるフィールドの整備を行う。 

  ○令和５年度実績 
・森林学習フィールド整備事業 
   施設名：県民の森   森林整備 間伐 0.20ha、下刈り 1.02ha 

緑化センター 支障木整理 38.0ｔ 
  （R4 実績：県民の森   森林整備 間伐 0.15ha、下刈り 0.98ha） 
 
・全国植樹際記念の森整備事業 

機械除草工 389.80m2、むしろ伏工 68.72m2 
（R4 実績 森林整備 植栽木保護工 10 本） 
 

  ○累計実績（平成 23～令和５年度） 
・県有林フィールド整備事業（平成 23～平成 27 年度） 
 

ふくしま伐木チャンピオンシップ 餅まきのようす 

事業概要 

事業成果 

事業概要 
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  ６施設（県民の森、昭和の森、緑化センター、翁島県有林、舟津県有林、青松ヶ浜
県有林） 

   間伐、除伐、危険木除去等 30.59ha 
   木製手すり設置 58.2ｍ 案内板等設置 
   木製階段 75 段 歩道工 282ｍ 護岸補修 15.0ｍ 
 
・歩道バリアフリー化事業（平成 23～26 年度） 
  ２施設（県民の森、緑化センター） 
   木質系チップ舗装歩道 330ｍ 
   バリアフリー歩道 150m、木質舗装 211m2 

 
・森林環境学習の森整備事業（平成 28～令和５年度） 

３施設（県民の森、舟津県有林、緑化センター） 
 下刈り 5.88ha、間伐 2.33ha、除伐 3.12ha、主伐 1.0ha、遊歩道 186m 
 伐採及び地拵 1.00ha 
 支障枝剪定 124m 

・全国植樹祭記念の森整備事業 
森林整備４箇所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
県民の森において森林整備を実施し、県民が安全に森林とふれあい・学習するためのフ

ィールドを整備し、利用者の安全確保を図るととともに、森林・林業への理解の促進につ
ながった。 
また、お手植えの森整備やお手播きの森整備事業を行い、第６９回全国植樹祭によって

培われた森林づくり意識の引き継ぎを図った。 

 
 

(14)森林(もり)づくり総合対策事業                   【森林計画課】 
 

 
県民参加による

も り

森林づくり運動を推進するため、緑化推進活動を実施している森林ボラ
ンティア団体の活動支援や森林づくり活動の情報収集・提供等を行う森林ボランティアサ
ポートセンターの運営、ボランティアによる緑化意識醸成指導者や森林づくりの技術指導
者となる人材の育成講座等の実施、更には企業や NPO 等が行う

も り

森林づくり活動の支援を行
う等、総合的な推進を図る。 

  ○令和５年度実績 

・未来へつなげよう豊かな森林
もり

づくり事業 

 ア 森林ボランティアサポート事業 
森林ボランティアサポートセンターを引き続き「県民の森」内に設置し、ホーム
ページ及び広報誌によるイベントなどの情報提供、相談業務、森林整備機材の貸
出等を行った。 

     （ホームページアクセス件数(R5.4～R6.3）67,282 件） 
     （R4 年度ホームページアクセス件数：79,696 件 対前年比：84.4％） 

事業概要 

県民の森におけるフィールド整備 

事業成果 
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イ 森林づくり指導者養成事業 
森林の役割や重要性を広く県民に伝える「もりの案内人」や森林整備のスペシャリ
スト「グリーンフォレスター」を養成する講座を開催し、受講修了者を認定した。 
・もりの案内人 講座受講者 25 名、認定者 17 名。 
          （R4 実績：講座受講者 20 名、認定者 11 名） 
・グリーンフォレスター 講座受講者 ３名、認定者３名 
          （R4 実績：講座受講者３名、認定者２名） 

ウ 子ども里山教育支援事業 
幼児期から森林に親しむ機会を創出するため、里山教育・自然保育活動を支援する。 

保育施設等の体験活動 26 回、検討会 ３回、指導者研修会 ３回 
 エ 県民参画の森林(もり)づくり促進事業 

森林づくりイベントの開催や森林ボランティアによる森林整備活動、緑化活動な
どを自主的に行う団体を支援した。 
森林ボランティア団体等への支援 １２団体 
 

・みんなで支えよう森森（もりもり）元気事業 
  企業・団体等が社会貢献活動で行う森林整備において、活動の支援を行うとともに企
業等とづくりの協定を締結した。 

   協定締結１件（R4 実績：協定 3件） 
 

 
. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  ○累計実績（平成 18～令和５年度） 
  ・未来へつなげよう豊かな森林(もり)づくり事業 
   ア 森林ボランティアサポート事業（平成 18～令和５年度） 

    ホームページアクセス件数 1,209,211 件 
 イ 森林づくり指導者養成事業 
    もりの案内人養成者数（平成 18～令和５年度） 353 人 
                  （前身事業も含めた累計は 638 人） 
    グリーンフォレスター養成事業（平成 30 年度～令和５年度） 
      （旧名称 森林ボランティアリーダー育成事業）（平成 18～29 年度） 
        グリーンフォレスター認定者 66 人（前身事業も含めた累計は 137 人） 
 
・森林ボランティア団体活動推進事業（平成 18～令和３年度） 
        森林ボランティア団体支援 199 団体 
 

  ・みんなで支えよう森森（もりもり）元気事業（平成 29～令和５年度） 
    （旧名称 カーボンオフセット森森（もりもり）元気事業）（平成 22～28 年度） 
    森林づくり活動協定締結 38 件 62.36ha 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福島県もりの案内人講座の様子 子ども里山教育支援事業の様子 
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未来へつなげよう豊かな

も り

森林づくり事業では、県内各地域において自主的に森林整備活
動を実施している森林ボランティア等の活動を支援することにより、県民参加による森林
づくり運動の推進が図られた。 
また、森林ボランティアに関する総合的な窓口として「森林ボランティアセンター」を

開設し、広く県民に森林ボランティアに関する情報を発信し、森林整備の知識や技術を身
につけることを目的とした研修会を実施して、森林づくりに対する意識醸成 
を図った。 
 そして、森林の役割や重要性を県民に伝える「もりの案内人」を養成することにより、
森林環境学習や自然観察等の森林づくり活動の推進が図られ、次世代を担う子どもを中心
に県民の緑化意識の高揚が図られた。 
 さらに、森林整備に関する専門的知識と技術を要する「グリーンフォレスター」を育成
する養成講座を開講して、県内で活動する森林ボランティア団体等に技術指導を行う人材
の養成を図った。 
 みんなで支えよう森森（もりもり）元気事業では、企業に対して森林づくり活動の普及
啓発を行ったことにより、県民の森林づくり意識の醸成が図られた。 

 
 
(15)県立学校における森林環境学習推進事業               【高校教育課】 

 
 
県立学校が行う森林の環境に関する学習、森林の管理に関する学習、森林資源の利用に

関する学習、地域における森林の役割に関する学習及び森林に関わる職業に関する学習に
対する活動費を支援する。 

   
○令和５年度実績 

実施校数 会津工業高校ほか 計１０校 人数 675 名 (R4 実績：１０校) 
 

  ＜取組事例＞ 
  宇津峰山にはエビネラン等、多くの貴重な山野草が生息していたが、現在では極め
て少なくなってきた。そのため地元谷田川区と協力して、これらの群生地復活を目指
して活動を行った。生徒達が宇津峰山で管理作業をしていると、多くの登山者から声
をかけられ生徒達の励みになった。また７月には、谷田川区・環境を守る会の方々と
協力してレンゲツツジやエビネランの移植を行った。 
  これらの活動が認められ、令和５年度“うつくしま、ふくしま。”環境顕彰受賞、
郡山市市民活動推進顕彰まちづくりハーモニー賞 受賞に輝くことができた。（岩瀬
農業高校） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  ○累計実績（平成 18～令和 5 年度） 

 実施校数 H18～R5 延べ 138 校 
 
 

活動状況（会津学鳳中学校） 活動状況（岩瀬農業高等学校） 

事業成果 

事業概要 
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森林関係の講師を招聘した学習、伐採作業や枝打ち体験など森林の保全に関する学習、

間伐材や森林資源の活用に関する学習、山野草の移植を通して地域の森林の再生を図るな
ど環境保護に関する学習などの事業を実施した。10 校、合計 675 名の生徒が事業に参加し
た。 
 
 

(16) 
も り

森林(もり)とのきずな事業                     【森林計画課】 
 

 

震災や原子力災害発生以降の福島県の森林の現状に対する理解を深めるとともに、
も り

森林

づくり活動の浸透や拡大を図るため、森林環境に関する情報発信を図る。 

  ○令和５年度実績 
・森林環境情報発信事業 【森林計画課】 
  ポスター及びパンフレット等により、森林環境税を活用した取組のほか、森林の整備

や県産材の利活用、森林
もり

づくりの推進などについて発信した。また、森林認証制度の普

及、及び林業事業体の認証取得に向けた取組を支援した。 
  森林環境学習下敷き作成 10,000 枚、 
    森林環境税 PR しおり 350 個、森林環境税ＰＲ鉛筆 500 セット（県産間伐材使用）  

森林認証取得・継続補助事業体数 ７事業体（R4 実績：８事業体） 
 

・若者の森林自己学習支援事業【森林計画課】 
  県内の大学等におけるサークル活動など、グループによる森林に関する自己学習を支
援した。 

  実施団体 森林自己学習取組学生グループ ７団体（R4 実績：６団体） 
ナチュラルライフスタイル部こおりやま開成の杜復活プロジェクト 
（郡山女子大学）ほか６団体 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
  ○累計実績（平成 25～令和５年度） 

・森林環境情報発信事業（平成 25～令和５年度） 
  新聞記事掲載 ７回 
  県政広報テレビ放映 10 回 
  テレビ・ラジオＣＭ 合計 706 回 
  森林環境税 PR パンフレット、ポスター作成 

   合計 パンフレット 248,000 部、ポスター 6,800 枚 

森林環境税 PR 鉛筆 5,350 セット 森林環境税 PR 割箸 3,000 セット  

森林環境学習下敷き作成 68,000 枚   森林環境税 PR コースター 1,290 個 

森林環境税 PR 動画作成 １本 

 

森林自己学習事業（成果発表会） 

森林環境学習の下敷き 

事業成果 

事業概要 
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・森林
もり

づくり活動推進事業（平成 25 年度） 

  森林
もり

づくり検討委員会開催   ３回 委員７名 

  「森林
もり

づくり活動推進についての提言」取りまとめ（H25.12.20） 

 

・森林
もり

づくり県民運動推進事業（平成 26～30 年度） 

  
も り

森林づくり活動ワークショップ ３か所 
シンポジウム ２か所 

  全国植樹祭ＰＲ活動      84 箇所 

全国植樹祭連携イベント    32 箇所 

  苗木のスクールステイ 県内小学校 131 校 

  苗木のホームステイ 個人世帯 73 世帯、企業団体 90 団体 

 

 
 
新聞広告や県民へのパンフレット等の配布により、本県の森林の概要や良さ、森林林業

に関する取組など森林環境に関する情報を発信することで、ふくしまの森林に関する関心
と理解の拡大により、県民参加による森林づくりをさらに加速させることができた。 

 
 
(17)森林・水循環推進事業                     【復興・総合計画課】 

 
 
健全な水環境を推進するため、県内流域において森林・水環境教育等を実践するための

各流域の特色ある森林・水資源等を生かした相互交流・体験の機会を創出する。 

  ○令和５年度実績 
・森林・水資源等を活かした相互交流会の開催  

福島県水環境活動交流会      １回、参加者 68 名 
交流行事、体験ツアー       ４回、参加者 101 名 

・流域水循環に関する協議の場の開催 １回、参加者 45 名 
       
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○累計実績（平成 28～令和５年度） 

・森林・水資源等を活かした相互交流会の開催  
福島県水環境活動交流会      ７回、参加者 352 名 
交流行事、体験ツアー       20回、参加者 656 名 

・流域水循環に関する協議の場の開催 21回、参加者 736 名 
 
 

 
森林・水資源を生かした相互交流会を開催し、令和５年度の交流行事参加者は 169 名と

なった。流域における森林・水環境教育の実践により、健全な水環境の推進が図られた。 

事業成果 

事業概要 

事業成果 

交流行事、体験ツアー 交流行事、体験ツアー 
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(18) 森林から学ぶエコ活動                       【環境共生課】 

 
 
子どもたちに紙芝居や県産木材を使用した木工工作などを通して、地球環境を保全する

上での森林の果たす重要性を意識してもらう。 

   
○令和５年度実績 

    ・森林の大切さがわかる紙芝居、木の折り紙の配布（200 園） 
    ・もりの案内人の派遣（20 園） 
    ・森林の大切さと省エネ意識を醸成するイベント（1 回 参加者 29 名） 

※ 令和４年度まではエコ七夕事業として実施 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○累計実績（平成 28～令和５年度）※ 令和４年度まではエコ七夕事業として実施 
    エコ七夕事業（平成 28～令和４年度） 
    ・エコ七夕実施園数           785 園 参加者 43,510 名 
    ・実施園のうち、もりの案内人派遣園数   99 園 参加者  2,555 名 
    ・実施園のうち、エコ七夕 in 県庁実施園数  7 園 参加者   188 名 
 
    森林から学ぶエコ活動事業（令和５年度） 
    ・森林の大切さがわかる紙芝居、木の折り紙の配布（200 園） 
    ・もりの案内人の派遣（20 園） 

・森林の大切さと省エネ意識を醸成するイベント（1 回 参加者 29 名） 
 

 
 
森林の大切さがわかる紙芝居や、木の折り紙の配布、もりの案内人の派遣等を通して、

子どもたちの地球環境を想うやさしい心の育成を図った。 

 
 

（19）ふくしま植樹祭開催事業                    【森林計画課】 
 

 
全国植樹祭の開催理念を継承して、ふくしまの美しい緑と心が、未来も豊かでありつづ

けるよう人と人との繋がりや、森林と人との絆を深める循環の理念に基づく森林づくりを
おこなう。 

   
○令和５年度実績 

南会津町にある会津山村道場において、約 500 名が参加して植樹活動及び緩衝帯整備活動を行っ
た。 
 植栽本数 2,500 本、緩衝帯整備 面積 約 0.35 ㏊  
 
 
 

木工工作中の様子 木工工作中の様子 

事業概要 

事業成果 
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  ○累計実績（令和２年度～令和５年度） 

・令和２年度 中止 
・令和３年度 植栽本数 8,200 本 植栽面積 1.26 ㏊ 植栽樹種 クロマツ 
・令和４年度 植栽本数 500 本、萌芽整理  面積 約 1.0 ㏊ 
・令和５年度 植栽本数 2,500 本、緩衝帯整備 約 0.35ha 

 
 

(20)森林環境教育支援事業                       【森林計画課】 
 

 
全ての世代への森林環境教育を支援するため、教育現場の意見や要望を調査し、教材

・教具の制作に向けた方針を取りまとめ、県民の森林を守り育てる意識の醸成を図る。 

   
○令和５年度実績 

 森林環境教育の実施実績のある施設を調査し、掲載の許可をいただいた施設をポータ
ルサイトに追加した。また、施設を利用した方の意見・感想を掲載する「利用者の声」
をサイトに追加した。 

 
○累計実績（令和２年度～令和５年度） 

・県内教育機関の森林環境教育に関する意見や要望の調査 
   ・小学校における森林環境学習の事例作成 ３パターン 

・県内の森林環境教育施設における事例調査を実施し、森林環境教育に係る情報発信の
ためのポータルサイトを作成した。 
・掲載施設及び「利用者の声」の追加。 
 

 
 
教育現場の意見や要望を調査したことで森林環境教育の推進に向けた課題を洗い出

し、教材・教具の制作に向けた方針を取りまとめることができた。 
引き続き、森林環境教育の支援に向け、事例の収集や情報発信を通して、森林環境教

育の裾野を広げる取組を実施していく。 

 
 

(21)森林等の生物多様性調査発信事業                【自然保護課】 
 

 
森林整備の重要性について、生物多様性保全及び持続可能な利用の観点から県民等

へ普及啓発を実施し、福島県の豊かな森林環境の保全に繋げる。 

  ○令和５年度実績 

県内の森林等に生息する希少野生動植物の生息状況を調査し、レッドデータブックふくしま改
訂に伴うデータの収集、整理を行った。また、生物多様性保全の観点から見た森林整備の重要性
や森林等の持つ生物多様性保全機能について、広く県民に対し普及啓発を行う講習会を開催した。 

 

第６回ふくしま植樹祭（植樹活動） 第６回ふくしま植樹祭 

事業概要 

事業概要 
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  ○累計実績（令和５年度） 
・県内の森林等に生息する希少野生動植物の生育情報の調査 
・森林整備の重要性や森林等の持つ生物多様性保全機能について、広く県民に対し普及啓発を行う
講習会の開催。 
 

 
 
県内の森林等に生息する希少野生動植物の生息状況を調査し、データの収集及び森林

環境や森林整備との関係における重要性について、整理することができた。 
引き続き、希少野生動植物の生息状況を調査し、レッドデータブックふくしま改訂に

伴うデータの収集等に実施するとともに、講習会を通して森林等における生物多様性保
全活動の中核となる人材の育成し、自然環境の保全に繋げる。 

 
 
 
４ 市町村が行う

も り

森林づくりの推進 
 

(22)森林環境交付金事業                        【森林計画課】 
 

 
県民一人一人が参画する新たな

も り

森林づくりを効果的に進めるため、市町村が独自性を 
発揮して創意工夫を凝らした事業を展開することができるよう、森林環境基金の一部を 
交付する。 

   
○令和５年度実績 
・森林環境基本枠 
  59 市町村 （R4 実績：59 市町村） 
   ①県民参画の推進  36 市町村（R4 実績：36 市町村） 
    県民を対象とした森林教室、森林観察、林業体験、等 
    ・木工クラフト教室（田村市）等 
   ②森林の適正管理推進  48 市町村 （R4 実績：47 市町村） 
    森林整備のための協定締結、現地調査・測量、森林情報システムの委託 
    ・緩衝帯整備計画作成（柳津町）等 
   ③森林環境学習の推進  59 市町村 （R4 実績：59 市町村） 
    森林環境学習実施校 小学校 271 校、中学校 89 校、計 360 校 全 609 校の 59％ 
       （R4 実績：小学校 275 校、中学校 92 校、計 367 校 全 618 校の 59％） 
    人数 小学校 22,145 人 中学校 6,813 人 計 28,958 人(全 128,938 人の 22％) 

(R4 実績：小学校 27,002 人、中学校 6,099 人、計 33,101 人） 
(全 131,133 人の 25％) 

    ・木工クラフト体験、自然観察等（いわき市） 
   ④森林整備の推進  37 市町村、116ha（R4 実績：37 市町村、81ha） 
     間伐、野生生物との共生林整備、等 
    ・野生生物との棲み分けを図る緩衝帯の整備 31ha 8 町村(R4 実績：29ha・6 町村) 
 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

県民参画の推進（木工教室の様子・白河市） 森林環境学習の推進（樹木観察の様子・富岡町） 

事業成果 
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・地域提案重点枠 
  18 市町村、33 件 (R4 実績：18 市町村、36 件） 
   ①県産材の利活用推進  16 市町村、26 件 （R4 実績：18 市町村、30 件） 
     小中学校・幼稚園等の木造・木質化、木製机・椅子等の導入、など 
      ・すくすく園庭木製遊具設置(会津若松市)等 
   ②木質バイオマスの利活用推進 1 市、1件 （R4 実績：2 市、2 件） 
     ペレットストーブ導入 合計 1 台（R4 実績：合計 7台） 

薪ストーブ導入    なし   （R4 実績：なし） 
      ・遠野オートキャンプ場へのペレットストーブの導入（いわき市） 
   ③その他 4 市町 6 件 (R4 実績：3 市町村、3件) 
     「古舘の大ケヤキ」保存活動（福島市）など 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ○累計実績（平成 18～令和５年度） 
・森林環境基本枠 

   ①県民参画の推進実施   H18～R5  50 市町村 
   ②森林の適正管理実施   H18～R5  53 市町村 
   ③森林環境学習実施    H18～R5  全 59 市町村 延べ 6,671 校 
   ④森林整備実施      H23～R5  53 市町村、間伐、危険木除去等 1,448ha 
 
・地域提案重点枠 

   ①森林整備実施      H18～H22  47 市町村 210 件（間伐等 1,087ha） 
   ②県産材の利活用推進実施 H18～R5   55 市町村 612 件 
   ③木質バイオマスの利活用推進実施 
                H18～R5   28 市町村  90 件 
                  （ペレットストーブ 283 台 薪ストーブ 10 台） 
   ④その他の取組実施    H18～R5  14 市町村  70 件 
                  （漆の芸術祭、PTA 等による里山環境再生、等） 
 

 
 
交付金を活用することにより、これまでに森林環境基本枠について全 59 市町村が県民

参画や森林環境学習の推進などに取り組み、地域提案重点枠についても 59 市町村が県産
材の利活用推進や木質バイオマスの利活用推進などに取り組み、市町村との連携のも 
と、県民一人一人が参画する

も り

森林づくりを効果的に進めることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民家園第一木橋改修（福島市） 木製机・椅子の導入（会津美里町） 

事業成果 
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５ ふくしまの森林文化の継承 
(23)ふくしまの森林文化継承事業              【森林計画課・林業振興課】 

 
 
先人たちが育んできた森林と人との絆（つながり）である森林文化や木の文化を改めて

見直し、現代生活に活かしていくため、県民への普及ＰＲを行う。 

  ○令和５年度実績 
・ふくしまの森林文化継承事業 【森林計画課】 
  森林文化記録映像 2 本 
  森林文化公開体験イベントの開催 体験展示 2日間 体験プログラム 4 回 
・森からエール！めぐみ再発見事業 【林業振興課】 

     桐や漆、きのこといった森の恵みに関する地域の産業振興や県民等の理解を深める 
    取組を行った。 
           ・漆栽培現地検討会（会津若松市、喜多方市） 14 名 
      ・シカ食害対策現地検討会（会津若松市） 14 名 
           ・漆関連施設視察研修会（会津若松市、会津坂下町、喜多方市） 18 名 
           ・漆の意見交換会（会津若松市） 16 名 
      ・桐玉植苗植樹祭 （西会津町） 72 名 
      ・ほんしめじ福島 H106 号生産支援 菌床 5,454 販売 
           ・ほんしめじ福島 H106 号生産指導 現地指導 12 回 
      ・野生きのこ原種菌等の保存 596 種  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 ○累計実績 
・ふくしまの森林文化継承事業（平成 24～令和元、令和３～５年度） 
  森林文化公開体験イベント開催 H24～H27,H29～R5 31 回 
  森林文化調査カード公開    H24～H28 125 件（H18 からの累計実績 175 件） 
  森林文化記録映像公開     H18～R5 27 本 
  森林文化出前講座       H30～R5  17 回 
・森からエール！めぐみ再発見事業（平成 25～令和５年度） 

     伝承文化継承イベント開催   H25～R5   25 回 参加者 974 名 
     伝承文化継承研修会      H28～R5   51 回 参加者 280 名 
     野生きのこ料理教室・試食会  H28～R2    8 回 参加者 383 名 
     技術開発           H28～R2    5 件 
 

 
・これまでに実施した本県の森林文化の調査結果を 175 件の調査カードに取りまとめ、「森
のくらし」をテーマに 23 章の森林文化記録映像を作成し、ホームページでの公開や森林文
化体験イベントの実施等で、ふくしまの森林文化を広く発信した。 
・桐の栽培者や漆掻き職人の育成、桐の玉植苗の植樹を行うことで、次世代への知識や技術
の伝承に寄与した。 
 また、野生きのこの人工栽培に成功した福島県オリジナル品種「ほんしめじ（愛称：ふく
ふくしめじ）」の栽培指導を行い、周知することで、野生きのこに関する食文化の理解・継
承に対する意識醸成に寄与した。 
 さらに、特用林産物を利用した機能性の高い製品の開発により、県産特用林産物の魅力や
新たな利用方法について、幅広い世代に周知することができた。 

会津桐玉植苗植樹祭 ほんしめじ 

事業概要 

事業成果 
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６ 森林環境基金の運営 
(24)森林環境基金運営事業                       【森林計画課】 

 
 
森林環境基金事業の適正な執行と透明性を確保するために「

も り

森林の未来を考える懇談会」
を運営する。 

  ○令和５年度実績 

・森林(もり)の未来を考える懇談会運営事業 

  森林の未来を考える懇談会を３回開催した。 
   第１回（令和５年７月２６日） 
    ・森林の未来を考える懇談会の役割について 

・令和４年度森林環境基金事業の実績について 
・令和５年度森林環境基金事業の実施について 

   第２回（令和５年１０月３１日） 
①現地調査 
・県産材利活用促進「森林環境交付金事業（地域提案重点枠）」 
・里山林の整備「里山林整備事業」 
・漆を活用した地域振興「森林環境交付金事業（地域提案重点枠）」 
・森林整備の推進「森林環境交付金事業（森林環境基本枠）」 

②意見交換 
第３回（令和６年３月２２日） 

    ・令和５年度森林環境基金事業の実績見込みについて 
    ・令和６年度森林環境基金事業の実施について 
 

  ○累計実績（平成 18 年度～令和５年度） 
・森林の未来を考える懇談会運営事業（平成 18～令和５年度） 
  懇談会開催 H18～R5 62 回  
・森林環境税関連施策検討事業（平成 24～25 年度） 
  森林環境基金事業成果発表会開催 H24～H25 ２回 発表題数 16 題 
 
 
これまで委員 10 名で構成する「

も り

森林の未来を考える懇談会」を 62 回開催し、取組に対
する意見や評価等について検討していただくことで、県民の参画と透明性を確保すること
ができた。 

 

事業成果 
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